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1. はじめに 

新型コロナも収束型境界の兆しを見せはじ

め、旅行への関心が高まり、インバウンド

も含め旅行客が急増している。そこで、本

研究では効率的な旅行を実現するためにラ

ンキングや口コミ・地図などの情報を一元

化してユーザーに推薦するトラベルポート

システムを構築した。本報告では、以降２

節にて提案するシステムほっとリップの概

要を紹介し、３節にてシステム構成を紹介、

４節では推薦に用いる情報抽出アルゴリズ

ムを述べ、５節にて本システムの評価結果

を考察し、最後にまとめを述べる。 

 

2. ほっとリップの概要 

本システムは、旅先で次の行先に迷うこと

(=行き先迷子)を解消することを目的とし、

飲食店やアクティビティなどの様々なカテ

ゴリのスポットをランキング化して地図上

に可視化する。また、他の旅行者の口コミ

や評価も簡単に閲覧でき、複数の情報を一

元化して提供することで、ユーザーは旅行

をストレスフリーに楽しめることを目指す。

現在の対象地域は鎌倉、札幌、沖縄である。 

 

3. ほっとリップシステム構成 

システムは Python で実装された Web アプリ

ケーションフレームワークである Django[1]

を使用している。また、6 つのアプリと 13

個のデータベースで構成されており、格納

されているデータには、システム側で予め

登録しているデータとユーザー側が使用時

に登録するデータの２種類がある。 
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前者のデータには、マップ上にピンを立て

る際に使用する緯度経度やカテゴリ、写真

などのスポット情報が該当する。 

 

 
図 1―画面遷移と各画面の機能 

 

4. 推薦のための情報抽出アルゴリズム 

1. 推薦データの構成 

システム内の推薦の仕組は、従来の旅

行情報元とは異なり、様々なカテゴリ

のスポットを網羅的に推薦することを

目指した。対象エリアの Googleマップ

上に表示されるスポット名に関する

Googleの検索ヒット数と口コミ数を収

集し、ランキング化することで網羅的

かつユーザビリティの向上を図った。

データ収集及び加工の流れは以下図 2

の通りである。 

 
図 2―データ加工フロー 

 

2. ランキング指標 

ランキング指標は、Googleの API[2]を

用いて取得した検索ヒット数と口コミ

数がバランスよく反映されるかつ、カ
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テゴリごとの偏りを減らすことを目指

した。具体的には、まず項 1の xの値

を変化させ、口コミ数の指標への影響

を調整し、次にカテゴリ内のスポット

の量を項 2を用いて考慮した。 

 
上記の計算方法で算出したランキング

をじゃらん[3]と一休.com[4]の鎌倉観

光スポットランキングと比較した(表

1)。マーカーがついているスポットは、

本システムのランキングと重複したも

のである。比較した 2 つのサイトでは、

神社寺院が多くカテゴリに偏りが生じ

ている。サイトで紹介される王道のス

ポットを抑えつつ、カテゴリに偏りな

くカフェや土産店もランキングに組み

込むことで、行先迷子における推薦と

しての機能が果たせる。また、神社寺

院以外でトップ 5に入ったスポットに

ついても調査したが、Google マップで

星 4 つ以上の高評価のお店が多くあっ

た。 

 
表 1 

本システムと他サイトランキング比較 

  

5. システム評価と考察 

アンケート結果(表 2)より、旅行中で次の行

先（観光スポットやお店など）に迷った経

験があると答えた人の中で、「とてもそう

思う・そう思う」と回答した人が 9割以上

であったため本システムの目的は達成され

たと考える。また、システムとランキング

の評価は図 3 の通りである。 

この結果からクロス集計を行なったところ、

旅行が好きで旅行頻度が高い人ほど、旅行

に対するモチベーションが高く情報を収集

したい気持ちが強いことがうかがえる。(表

3,4)ランキングに関しては、旅行頻度が低

い人ほど、ランキングを参考にする傾向が

高まることから、旅行に行く頻度が低い人

ほど旅先のスポット情報を効率よく取得し

たいと考えていることがわかった。 
表 2 

行き先迷子の際にシステムを使いたいと思うか 

 
 

 
図 3―システム満足度 

 

表 3―旅行好きのシステム満足度 

 
表 4―旅行頻度別ランキング満足度 

 
 

6. まとめ 

新型コロナウィルスの規制緩和に伴い、旅

行客の増加が見られる中、旅行中のスポッ

ト情報取得手段の多様化が、旅行客を混乱

させているのではないかという仮説をたて、

旅行情報を一括して取得できるトラベルサ

ポートシステム「ほっとリップ」を開発し

た。システム制作後に実施した被験者 27 名

に対するアンケートでは、情報が一元化さ

れている点が高く評価されていた。今後の

展望として、ユーザビリティを向上させよ

り魅力的なサービスに進化させていくこと

を目指す。 
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